
二条大麦の側面裂皮粒発生と凸腹粒発生に関する遺伝子領域の解明

[ 要約 ] 二条大麦「きぬゆたか」と「吉系15」のF1から作出した半数倍加系統のＱＴＬ解析に

より、側面裂皮粒発生に関与する 3つ遺伝子領域と、凸腹粒発生に関与する 1つの遺伝子領域を

明らかにし、これらの発生が低い個体の選抜に利用できるＤＮＡマーカーを選定した。

担当部署 農産部・麦類育種チーム 連絡先 092-924-2937

対象作目 麦 類 専門項目 育種 成果分類 新技術

[ 背景・ねらい ]

西南暖地におけるビール大麦では、側面裂皮粒や凸腹粒等の被害粒が多発するため、外観品質の低下

が大きく、被害粒発生に耐性のある品種育成が急務となっている。しかし被害粒耐性の特性検定は、圃

場での検定となるため、環境要因の影響を無視できないことや、選抜にあたっては多数の系統を扱うた

め労力的、時間的な制約が大きいことなどから、より効率的な選抜法が望まれていた。そこで被害粒発

生に関与する遺伝領域をDNAマーカーを用いて明らかにし、被害粒耐性系統選抜の飛躍的な向上を図る。

[ 成果の内容・特徴 ]

１． 998種類のプライマー（ＲＦＬＰ： 255種類、ＳＳＲ： 141種類、ＲＡＰＤ： 335種類、ＳＴＳ

： 267種類）を用いてＤＮＡ多型の検索を行い、「きぬゆたか」と「吉系15」間において多型を示

す86種類のＤＮＡマーカーを選定した。そのうち遺伝子型の分離比が 1： 1に適合する55種類のＤ

ＮＡマーカー（ＲＦＬＰ： 8種類、ＳＳＲ： 6種類、ＲＡＰＤ： 8種類、ＳＴＳ：39種類）からな

る全長 546.8cMの連鎖地図を作製した（図１）。

２．側面裂皮粒発生に関与する 3つのＱＴＬを検出した（図１）。いずれも遺伝子型が「きぬゆた

か」型で発生率が軽減する効果があった。もっとも効果が高いＱＴＬは 2Ｈ染色体上にあり、側面

裂皮粒発生率の低い個体の選抜に利用できるＤＮＡマーカーとしてＲＡ55を選定した（図１、

２）。

３．凸腹粒発生に関与するＱＴＬは 1Ｈ染色体上に 1つ検出した（図１）。ＤＮＡマーカーのＯＰＢ

Ｄ5は遺伝子型が「吉系15」型で発生率が軽減する効果があり、凸腹粒発生率の低い個体の選抜に利

用できるＤＮＡマーカーとして選定した（図１、２）。

[ 成果の活用面・留意点 ]

１．「きぬゆたか」由来の側面裂皮粒発生軽減に効果のある遺伝子を有する系統選抜にＤＮＡマーカ

ーＲＡ55が利用できる。

２．「吉系15」由来の凸腹粒発生を軽減する遺伝子を有する系統選抜にＤＮＡマーカーＯＰＢＤ5が利

用できる。



[ 具体的データ ]

図１ 「きぬゆたか」×「吉系15」DHLs から作成した連鎖地図と

側面裂皮および凸腹粒発生に関するＱＴＬの検出．

○；凸腹粒に関するＱＴＬ近傍のＤＮＡマーカーと寄与率（2000年）

□；側面裂皮粒に関するＱＴＬ近傍のＤＮＡマーカーと寄与率（1999年

および2000年に共通して検出された ＱＴＬの 2カ年の平均値）

図２ 側面裂皮粒発生率の変異とＲＡ55の遺伝子型の分離（左図）および

凸腹粒発生率の変異とＯＰＢＤ5の遺伝子型の分離（右図）．

□；吉系15型 ■；きぬゆたか型
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